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件 名  令和５年度横浜市都市計画マスタープラン改定に向けた市民対話等実施支援業務委託             
 

質 問 回 答 
・アンケートの設問数はどの程度を想定して

いますか。 

・SNSと紙それぞれ集計数はどの程度を想定

していますか。 

 

・横浜市が提示する４つの設問から１つ以上を 

選択して回答する自由記載のアンケートを行う

予定です。 
・アンケートは、 
①横浜市の公式 LINE 登録者に対して発信 
②横浜市の公式 X 登録者に対して発信 
③SNS 等を使用しない人などを対象に、市役所

に専用スペースを設けて紙媒体で実施 
する予定です。 

・目標数は設定していませんが 
①、②の回答数は合計 1000 程度 
③紙アンケートの回収数は 100 程度 
を想定しています。 

・回答方法は、 
①市のアンケートフォームから回答 
②指定したハッシュタグを用いて投稿 
とする予定です。 

  
・事例が少ない手法のため、集計数の想定値は 

お示しできませんが、下記のような方法で集計・

分析作業をしていただく予定です。 
①収集した回答の一覧をエクセルデータで市か 
ら提供し、受託者はそれを基に集計・分析等の 
作業を実施する。 
②指定したハッシュタグを用いて投稿された意 
見を収集し、エクセルデータに取りまとめると 
ともに、集計・分析等の作業を実施する。 
③紙アンケートについては、記入されたアンケ

ート用紙を市から提供し、その記載内容をエク

セルデータとして取りまとめるとともに、集計、

分析等の作業を実施する。 
 



・アンケート作成などの準備もございます

か。 

アンケート項目については、横浜市で作成する

ことを想定しています。 

・ファシリテーターとの事前打ち合わせはい

つ頃、どこで実施を想定していますか。 

対話実施日の１か月前から２週間前頃を目途

に、横浜市役所内の会議室で行うことを想定して

います。 

・ファシリテーターに必要な『都市計画に一

定の知識』とはどの程度を想定しています

か。 

基準などがございましたら教えていただき

たいです。 

明確な基準等は設けていませんが、横浜市の都

市計画マスタープラン改定に向けた市民対話とい

う位置付けのため、都市計画分野に関する基礎的

な知識を有している方を想定しています。 

  

 

・会場の広さはどの程度を想定しています

か。 

また、会場準備に何名程度必要と想定して

いますか。 

横浜市役所内の会議室（約 150 ㎡）を使用する

予定です。 

また、会場の準備・設営等については、基本的

に市職員が行い、ファシリテーターや司会進行役

の方には、開始前後一時間ずつほど、その補助等

をしていただく想定です。 

・会場準備で会場内にある物品以外に必要な

物はございますか？ 

ある場合は必要な物品を教えていただきた

いです。 

特にありません。 

・各グループで意見を記録しておく書記など

は必要でしょうか。 

各グループのファシリテーターに記録していた

だくことを想定しているため、書記は必要ありま

せん。 



・どの程度の報告書を作成したらよろしいで

しょうか。 
・グラフのみでよろしいでしょうか。 
 

意見について集計・分析した結果（表・グラフ・

図など）に加え、アンケートや市民対話等の実施

概要など、本委託業務全体の内容を取りまとめた

報告書を作成していただくことを想定していま

す。 

 


